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聖書のことば

藤野 雄大

　「主なる神は、土の塵で人を形づくり、その鼻
に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる
者となった」（創世記2章7節）

　2022年度が始まってから一月ほど経ちました。
しかし、長引くコロナ禍による授業への影響は続
いています。また最近、日本各地で頻発している
大地震に加え、ウクライナでの戦火による凄惨な
暴力の爪痕がメディアを通して伝えられていま
す。この時代の中で、命の大切さや人間の尊厳が
教育の現場において語られることは、改めて大き
な意味を持っていると言えるでしょう。
　聖書では、人間の命について、どのように語ら
れているのでしょうか。冒頭で記しました創世記
2章7節では、神が「土の塵」から人を形作り、
そこに「命の息」を吹き入れることで、人は、は
じめて「生きる者」となったとあります。ここで
は、命の大切さや人間の尊厳は徹底的に神と結び
つけられていることが分かります。換言すれば、
神から切り離されるならば、人間は、たとえ表面

的、肉体的には人間の形をしていたとしても、本
質において「土の塵」に過ぎず、「生きる者」で
はないということです。
　近代西洋で確立されていった人権思想は、今日
では普遍的価値観とも言えます。そのため公立学
校でも道徳教育などを通して、命の尊さを教える
ことは可能です。しかし聖書が示しているのは、
命の根源である神への畏敬を欠くならば、人間の
尊厳や命の大切さを説いたとしても、それらは空
洞化してしまう危険性を持っているということで
す。ウクライナの惨状は、その厳しい現実を突き
つけます。
　キリスト教神学の伝統では、「神の御前で（Coram 
Deo）」という言葉が重んじられてきました。すべ
ての事柄を、神の御前で考えるという意味です。
この混迷する現代において、神の御前に立ち、聖
書の言葉に基づいて命の尊厳を教えるという、キ
リスト教主義学校にゆだねられた務めは、ますま
す重要なものになるでしょう。
� 〈東北学院大学講師・宗教主任〉

　
千
年
の
都
・
京
都
。
航
空
写

真
を
見
る
と
市
内
の
中
心
部
に

は
広
大
な
緑
地
が
目
に
入
り
ま

す
。
御
所
を
中
心
に
抱
く
京
都

御
苑
で
す
。
そ
の
今
出
川
御
門

か
ら
北
を
眺
め
れ
ば
赤
煉
瓦
の

同
志
社
大
学
、
同
志
社
女
子
大

学
等
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
り

ま
す
。
新
島
襄
が
理
想
と
し
た

良
心
教
育
を
実
践
す
る
私
学
で

す
。
さ
ら
に
北
上
す
る
と
臨
済

宗
相
国
寺
派
の
大
本
山
相
国

寺
。
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏

教
と
い
う
３
宗
教
の
奇
妙
な
組

み
合
わ
せ
で
す
。

　
明
治
維
新
後
ま
も
な
く
、
同

志
社
英
学
校
を
京
都
人
が
受
け

入
れ
た
の
は
画
期
的
な
出
来
事

で
し
た
。
新
島
は
当
初
、
宣
教

師
の
活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
大

阪
を
候
補
地
に
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
知
事
の
許
可
が
得

八 田 英 二

ら
れ
ず
、
京
都
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。
妻
八
重
の
兄
、
京
都
府

顧
問
の
山
本
覚
馬
が
開
設
を
陰

に
陽
に
支
え
ま
し
た
。
実
際
、

覚
馬
所
有
の
旧
薩
摩
藩
邸
跡
地

が
新
島
に
譲
ら
れ
ま
し
た
。
と

は
い
え
開
設
に
あ
た
っ
て
キ
リ

ス
ト
教
教
育
は
厳
し
い
制
約
を

受
け
た
の
も
事
実
で
す
。

　
神
社
仏
閣
を
中
心
と
し
た
宗

教
活
動
は
京
都
人
の
生
活
と
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

地
に
キ
リ
ス
ト
教
が
乗
り
込
ん

だ
の
で
す
か
ら
、
人
々
の
心
境

は
複
雑
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
時
が
流
れ
、
理
解
が
深

ま
り
、
同
志
社
は
良
き
隣
人
と

し
て
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
歴
史
は
ま
だ
１
４
７

年
で
す
が
、
伝
統
あ
る
私
学
と

い
う
地
位
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。

京
都
は
伝
統
の
ま
ち
と
呼
ば
れ

ま
す
。
そ
も
そ
も
伝
統
と
い
う

語
は
「
規
範
的
な
も
の
と
し
て

世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
た

精
神
性
」
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
市
内
に
は
伝
統
産
業
、

伝
統
工
芸
、
伝
統
芸
能
な
ど
、

長
い
歴
史
を
持
つ
活
動
が
今
も

息
づ
い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も

伝
統
と
文
化
は
同
一
と
は
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
は
文
化
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
る
と
い
う
点
で
は
、
未
だ
伝

統
文
化
の
域
に
は
入
り
ま
せ

ん
。

　
「
世
代
を
超
え
て
」
と
い
う

か
ぎ
り
、
新
た
な
息
吹
の
注
入

が
な
け
れ
ば
伝
統
は
廃
れ
ま

す
。
そ
れ
を
受
容
す
る
社
会
が

変
化
す
る
か
ら
で
す
。
伝
統
の

背
後
に
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
革

新
が
必
要
で
す
。
伝
統
の
ま
ち

京
都
は
ま
さ
し
く
革
新
の
ま
ち

な
の
で
す
。
革
新
を
受
け
入
れ

る
精
神
的
な
余
裕
、
進
取
の
気

風
が
京
都
人
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
京
都
は
伝
統
の
ま
ち
と
い

う
地
位
を
享
受
で
き
る
の
で

す
。
因
み
に
伝
統
産
業
に
端
を

発
す
る
ハ
イ
テ
ク
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
い
く
つ
も
誕
生
し
、

目
を
見
張
る
成
長
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
い
て
も
、
明
治

維
新
後
、
他
に
先
駆
け
て
京
都

府
は
、
外
債
の
発
行
、
第
2
次

琵
琶
湖
疎
水
の
完
成
、
幹
線
道

路
の
整
備
や
市
電
の
運
行
と
い

う
３
大
事
業
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
同
志
社
の
誕
生
と
発
展
は

京
都
人
の
懐
の
深
さ
、
進
取
の

気
風
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

〈
同
志
社
総
長
・
理
事
長
、
教

育
同
盟
常
任
理
事
〉

伝統と革新のまち伝統と革新のまち

　
第
66
回
事
務
職
員
夏
期
学

校
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
７
月
23
日

（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
10
～
12

時
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
②
13
～
15

時
）。

　
主
題
は
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く

と
は
？
」
で
、
校
長
に
中
島

昭
子
氏
、
主
題
講
演
講
師
に

鈴
木
契
氏
、
牧
師
は
五
十
嵐

成
見
氏
、
特
別
講
演
講
師
に

福
原
タ
カ
ヨ
シ
氏
が
就
任
す

る
。
教
育
同
盟
事
務
局
よ
り

各
学
校
法
人
理
事
長
・
事
務

校
長
・
中
島
、主
題
講
演
・
鈴
木
、牧
師
・
五
十
嵐
、特
別
講
演
・
福
原 

各
氏

主題 「キリスト教学校で事務職員として働くとは？」
７月23日（土）オンラインで開催

第 66 回 事 務 職 員 夏 期 学 校

中島　昭子氏

鈴木　契氏

五十嵐成見氏

福原タカヨシ氏

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
２
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　
４
月
４
日
（
月
）
募
集
開
始

　
６
月
11
日
（
土
）
締
め
切
り

　
７
月
５
日
（
火
）
助
成
先
発
表

（
訂
正
）
本
紙
４
月
号
２
面

定
時
総
会
案
内
講
演
Ⅱ
の
講

師
湊
惠
子
氏
は
正
し
く
は
湊

晶
子
氏
で
し
た
。
４
面
横
浜

英
和
学
院
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
竣
工
の
記
事
中
、「
英
和

女
学
院
本
館
」
は
正
し
く
は

「
英
和
学
院
本
館
」で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

校
長

中
島
昭
子
（
な
か
じ
ま
あ
き

こ
）
氏

　
横
浜
に
生
ま
れ
、
捜
真
小

学
校
・
捜
真
女
学
校
で
学

び
、
高
校
１
年
生
の
と
き
バ

局
長
・
事
務
長
宛
に
４
月
１

日
付
け
で
案
内
書
と
申
込
用

紙
を
送
付
済
み
で
、
申
込
締

切
は
６
月
24
日
（
金
）。
な

お
、
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
「
教
職

員
の
方
へ
」
→
「
同
盟
事
務

局
」
→
「
各
集
会
・
連
絡
事

項
」「
夏
期
行
事
」
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

プ
テ
ス
マ
を
受
け
た
。
早
稲

田
大
学
法
学
部
、
同
法
学
研

究
科
博
士
前
期
・
パ
リ
第
２

大
学
博
士
課
程
を
修
了
。
大

学
や
高
校
で
教
え
る
か
た
わ

ら
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を

研
究
。
著
書
に
『
テ
ス
ト
ヴ

ィ
ド
神
父
書
簡
集
』（
ド
ン

・
ボ
ス
コ
社
、
２
０
１
７
）、

共
著
『
横
浜
の
女
性
宣
教
師

た
ち
』（
有
隣
堂
、
２
０
１

８
）
等
が
あ
る
。
２
０
１
４

年
か
ら
捜
真
学
院
学
院
長
。

教
育
同
盟
理
事
。

主
題
講
演

鈴
木
契
（
す
ず
き
け
い
）
氏

　
牧
師
の
家
庭
に
育
ち
、
平

日
は
広
告
代
理
店
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
日
曜
は
日

曜
学
校
の
校
長
を
し
て
い
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
な
ん
て

「
知
ら
ん
が
な
！
」
と
い
う

気
持
ち
と
ど
う
寄
り
添
う
か

が
人
生
の
テ
ー
マ
で
す
。

牧
師

五
十
嵐
成
見
（
い
か
ら
し
な

る
み
）
氏

　
新
潟
県
生
ま
れ
。
青
山
学

院
大
学
、
東
京
神
学
大
学

院
、
聖
学
院
大
学
院
（
博

士
）
修
了
。
複
数
の
教
会
牧

師
、
聖
学
院
大
学
准
教
授
・

チ
ャ
プ
レ
ン
を
経
て
、
２
０

２
２
年
４
月
よ
り
東
京
女
子

大
学
現
代
教
養
学
部
准
教
授

（
キ
リ
ス
ト
教
学
）。
大
学

生
時
代
の
友
人
と
の
絶
交
及

び
和
解
を
契
機
に
牧
師
を
志

す
。
基
本
的
に
リ
ア
充
な
こ

と
が
好
き
。

特
別
講
演

福
原
タ
カ
ヨ
シ
（
ふ
く
は
ら

た
か
よ
し
）
氏

　
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
／
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ

ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
同
志

社
大
学
神
学
部
卒
業
。
２
０

０
５
年
に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
後
は
音
楽
で
の
支
援
活
動

を
続
け
た
。
２
０
１
５
年
３

月
、
交
通
事
故
に
遭
い
、
両

足
切
断
か
と
い
う
重
傷
を
負

っ
た
が
、
多
く
の
祈
り
と
奇

跡
に
よ
り
快
復
。
２
０
１
９

年
６
月
、
ミ
ク
タ
ム
レ
コ
ー

ド
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ

ム「
こ
の
喜
び
を
」を
リ
リ
ー

ス
。
後
遺
症
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
全
国
各
地
で
希
望
の

歌
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て

い
る
。大
阪
在
住
。ニ
ュ
ー
ラ

イ
フ
キ
リ
ス
ト
教
会
会
員
。

実
行
委
員

委
員
長
＝
佐
々
木
潤
（
青
山

学
院
）、
副
委
員
長
＝
青
木

俊
介
（
桜
美
林
学
園
）

委
員
＝
松
田
千
津
子
（
東
北

学
院
）、
信
野
翔
太
郎
（
立

教
学
院
）、
山
田
園
子
（
捜

真
学
院
）、
高
力
葵
（
大
阪

女
学
院
）、
花
梨
恵
（
関
西

学
院
）、
山
本
淳
之
（
西
南

女
学
院
）
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２
０
２
２
年
度
教
員
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
合
宿
は
８
月
16
日

（
火
）
～
18
日
（
木
）
奈
良

県
の
洞
川
温
泉
あ
た
ら
し
や

旅
館
に
て
行
う
予
定
で
す
。

主
題
は
「
立
ち
止
ま
っ
て
見

つ
め
直
そ
う
」、
発
題
講
師

は
、
玉
川
聖
学
院
理
事
・
教

育
相
談
顧
問
の
水
口
洋
先

生
、
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
元
関

西
学
院
高
中
部
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
で
「
く
る
み
心
理
オ
フ
ィ

ス
」
代
表
の
二
宮
一
美
先
生

で
す
。

　
今
年
度
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

合
宿
は
、
感
染
対
策
を
と
り

な
が
ら
宿
泊
で
の
合
宿
を
前

提
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
教
員
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
た
め
に
は
や
は
り
、
参
加

者
と
ス
タ
ッ
フ
が
寝
食
を
共

に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
自
然

の
中
で
じ
っ
く
り
自
分
を
振

り
返
る
こ
と
が
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
切
り
替
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
判
断
は

６
月
末
頃
と
な
り
ま
す
。
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
の
申
込
み

締
め
切
り
は
６
月
30
日

（
木
）
必
着
で
す
。
そ
の
た

め
、
申
込
み
も
宿
泊
研
修
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
、
教
員
は
、
教
科
指
導

・
生
徒
指
導
・
進
路
指
導
・

学
級
指
導
・
課
外
指
導
、
保

護
者
対
応
・
人
間
関
係
、
多

く
の
こ
と
を
抱
え
込
み
忙
し

く
働
い
て
い
ま
す
。
時
代
が

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

く
中
で
、
児
童
・
生
徒
の
こ

と
、
保
護
者
の
こ
と
、
人
間

関
係
そ
し
て
自
分
の
こ
と
で

悩
み
考
え
て
い
る
教
員
が
ど

の
学
校
で
も
少
な
く
な
い
の

が
実
情
で
す
。
ま
た
、
長
く

続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
断

は
、
こ
れ
ら
の
悩
み
に
一
層

拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
参
加
者
が
自

分
自
身
を
見
直
し
つ
つ
、
回

復
と
改
善
の
糸
口
を
見
い
だ

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
。
そ
し
て
、
学
校
の
教
員

と
し
て
教
育
の
業
に
活
き
活

き
と
自
信
を
も
っ
て
励
ん
で

い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

こ
れ
が
こ
の
教
員
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
合
宿
の
目
的
で
す
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
は
、

教
員
歴
原
則
10
年
未
満
の
方

を
参
加
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
体
や
心
に
少
し
疲
れ
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
要

項
、
申
込
書
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
各
学
校
に
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

是
非
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

長
谷
川
洋
一

〈
大
阪
女
学
院
副
理
事
長
、

教
育
同
盟
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
委
員

長
〉

　
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
て
２
０
２
０
年
度
の
当
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
翌
年
に
延
期

と
な
り
、
２
０
２
１
年
度
は

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
り
約

40
名
が
参
加
し
て
開
催
で
き

ま
し
た
。
中
小
規
模
大
学
の

理
事
会
役
員
に
あ
た
る
方
々

が
対
象
で
、
人
口
減
少
と
地

域
経
済
の
低
迷
な
ど
外
部
環

境
の
変
化
と
中
小
規
模
大
学

の
対
応
、
課
題
と
解
決
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。
デ
ー

タ
か
ら
も
日
本
の
大
学
の
約

半
数
は
定
員
割
れ
、
ま
た
大

学
の
規
模
は
学
生
確
保
に
影

響
す
る
要
因
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
各
大
学
は

苦
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
建
学
の
精
神
と
教
育
内

容
、
入
り
口
と
出
口
の
戦
略

な
ど
、
学
長
や
理
事
長
が
胸

襟
を
開
き
話
し
合
え
る
場
の

提
供
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
目

指
し
て
い
ま
す
。
当
初
の
計

画
は
対
面
を
基
本
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、昨
年
に
引
き
続
き
、今

年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

議
論
は
、
人
数
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
個
別
の
意
見
が
出

難
く
、
事
務
的
な
必
要
最
小

限
の
意
見
に
終
始
す
る
こ
と

が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
抱

え
る
問
題
や
課
題
を
積
極
的

に
発
言
す
る
こ
と
は
対
面
で

も
発
言
の
敷
居
が
高
く
な
り

が
ち
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
連
携
と
協
力
に
つ
な
が
る

努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
過
去
数
年
間
に
わ
た
っ

て
教
育
同
盟
定
時
総
会
や
学

校
代
表
者
協
議
会
な
ど
の
場

で
人
口
減
少
と
学
校
経
営
、

同
盟
加
盟
校
間
の
さ
ら
な
る

連
携
と
協
力
関
係
の
強
化
な

ど
報
告
さ
れ
議
論
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
開
催

の
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
参

加
者
か
ら
様
々
な
意
見
と
提

案
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
提
言
や
内
容
を

受
け
て
、
今
回
の
経
営
懇
話

会
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
座
長

で
あ
る
湯
口
が
報
告
を
行

い
、
そ
の
後
に
参
加
者
の
方

々
が
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
に
分
か
れ
、
議
論
の
深
化

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
開
催
日
程
は
２
０
２

２
年
９
月
３
日
（
土
）
13
時

～
15
時
30
分
に
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ズ
ー
ム
会
議
）形
式
で
す
。

　
中
小
規
模
大
学
も
立
地
場

所
、
地
域
の
環
境
に
よ
り
抱

え
る
事
情
は
異
な
り
ま
す
。

都
市
部
に
あ
る
大
学
も
あ
れ

ば
、
人
口
減
少
が
激
し
い
地

域
に
あ
る
大
学
も
あ
り
ま

す
。
共
学
校
も
あ
れ
ば
女
子

大
学
も
あ
り
ま
す
。
教
育
同

盟
に
加
盟
す
る
大
学
が
何
を

目
的
に
ど
の
よ
う
に
連
携
と

協
力
が
で
き
る
の
か
具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
探
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳

細
は
７
月
末
ま
で
に
加
盟
校

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

�

湯
口
隆
司

〈
活
水
学
院
理
事
長
・
院

長
、
教
育
同
盟
中
小
規
模
学

校
法
人
の
連
携
協
力
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
〉

　
２
０
１
９
年
秋
よ
り
進
め

て
き
た
教
育
同
盟
史
に
関
す

る
資
料
整
理
と
保
存
作
業

は
、
本
年
度
で
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
作

業
に
つ
い
て
は
、
本
紙
で
３

度
経
過
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
（
７
３
７
・
７
３
８
合

併
号
、
７
４
３
号
、
７
４
９

号
）。
今
回
は
、
作
業
の
現

状
報
告
と
合
わ
せ
て
、
注
目

す
べ
き
史
料
の
紹
介
お
よ
び

史
料
を
保
存
し
て
い
く
意
義

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た

い
。

　
作
業
の
進
捗
状
況
と
し
て

は
、
事
務
局
内
の
書
棚
に
あ

っ
た
も
の
は
ほ
ぼ
全
て
中
性

紙
保
存
箱
に
入
れ
終
え
て
、

箱
に
見
出
し
を
付
け
な
が

ら
、
同
時
に
史
料
目
録
の
作

成
を
進
め
て
い
る
。
一
例
と

し
て
、
小
学
校
教
職
員
協
議

会
の
第
１
回
（
１
９
５
６

年
）
か
ら
現
在
ま
で
の
記
録

を
整
理
し
て
書
棚
に
並
べ
た

（
写
真
１
）。
今
後
は
、
地

下
倉
庫
の
史
料
も
含
め
て
、

目
録
化
さ
れ
て
い
な
い
史
料

の
目
録
作
成
を
順
次
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
古
い
史
料

を
、
時
に
は
製
本
や
補
修
な

ど
手
間
と
費
用
を
か
け
て
保

存
し
て
い
く
こ
と
に
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
と

問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
、
最
新
の
情
報
に
敏

感
で
い
る
こ
と
に
関
心
を
払

う
傾
向
は
強
い
。
ま
た
、
日

頃
の
業
務
に
追
わ
れ
て
、
歴

史
に
目
を
向
け
る
機
会
は
見

失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
は
過
去
か
ら
の
流

れ
の
中
に
あ
り
、
そ
の
先
に

未
来
が
あ
る
。
先
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
思
い
で
学
校
教

育
に
取
り
組
ん
で
き
た
の

か
、
我
々
は
残
さ
れ
た
史
料

か
ら
探
る
し
か
な
い
。
そ
う

し
た
過
去
の
記
録
を
失
わ
な

い
た
め
に
も
、
史
料
を
保
存

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
作

業
で
あ
る
。
中
で
も
、
手
書

き
文
書
は
当
時
の
書
き
手
の

息
遣
い
や
場
の
雰
囲
気
が
直

接
伝
わ
り
、
時
代
を
超
え
て

過
去
の
人
物
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
回
の
整
理
過
程
で
も
、

様
々
な
時
代
の
証
言
が
見
つ

か
っ
た
。
例
え
ば
戦
後
復
興

期
の
１
９
５
０
年
代
前
半
、

加
盟
各
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
側

に
援
助
申
請
し
た
史
料
群
は

注
目
に
値
す
る（
写
真
２
）。

戦
後
す
ぐ
の
時
期
、
ま
だ
戦

争
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、

教
育
を
行
う
の
に
は
設
備
上

不
十
分
な
学
校
が
大
半
だ
っ

た
。
こ
の
史
料
群
に
は
、
東

奥
義
塾
、
新
島
学
園
、
桜
美

林
学
園
、
日
本
聾
話
学
校
、

松
山
城
南
高
校
な
ど
、
38
校

か
ら
の
援
助
申
請
が
残
さ
れ

て
い
た
。
１
９
５
０
年
の
加

盟
校
数
は
69
で
あ
る
か
ら
、

半
数
以
上
の
学
校
か
ら
の
申

請
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　
ま
た
、
１
９
６
０
年
前
後

の
手
書
き
総
会
記
録
も
貴
重

な
内
容
を
含
ん
で
い
る
（
写

真
３
）。
当
時
の
理
事
長
湯

浅
八
郎
は
積
極
的
に
教
育
同

盟
の
機
構
改
革
を
行
い
、
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
発
展
を
促

し
た
。
同
総
会
記
録
に
は
、

第
48
回
総
会
（
１
９
６
０
年

５
月
、
於
神
戸
女
学
院
）
開

会
式
で
の
湯
浅
の
挨
拶
が
、

次
の
よ
う
に
書
き
残
さ
れ
て

い
る
。

　
「
我
が
国
の
教
育
の
大
切

な
一
翼
を
担
う
責
任
を
感
ず

る
。
50
年
の
歩
み
の
う
ち
に

そ
れ
が
充
分
果
た
さ
れ
て
来

た
か
を
反
省
し
た
い
。
同
盟

は
最
初
は
懇
親
を
主
と
し
た

が
今
は
、
一
つ
の
連
合
機
関

と
し
て
の
働
き
を
し
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

者
の
見
地
か
ら
教
育
問
題
に

つ
い
て
権
威
あ
る
発
言
が
な

さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
裏

付
け
と
な
る
研
究
が
必
要
で

あ
る
。
我
々
は
は
た
し
て
そ

れ
ほ
ど
の
権
威
あ
る
発
言
を

し
た
で
あ
ろ
う
か
。（
中

略
）
こ
の
同
盟
が
同
労
者
の

交
り
を
深
め
る
と
共
に
教
育

界
に
権
威
あ
る
発
言
を
す
る

も
の
へ
と
成
長
し
た
い
。」

　
こ
の
湯
浅
の
発
言
を
、
現

在
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
や
教

育
同
盟
は
、
ど
う
受
け
止
め

る
だ
ろ
う
か
。
今
年
教
育
同

盟
は
創
立
１
１
２
年
目
を
迎

え
た
。
今
後
の
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
展
望
す
る
た
め
に
、

今
回
の
作
業
が
役
立
つ
な
ら

ば
、
幸
い
で
あ
る
。

�

辻　
　
直
人

〈
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
研

究
員
、
元
教
育
同
盟
百
年
史

編
纂
委
員
〉

写
真
１
・
小
学
校
教
職
員
協
議
会
記
録

写
真
２
・
加
盟
校
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
援
助
申
請 写

真
３
・
手
書
き
の
総
会
記
録

第
110
回
定
時
総
会
に
向
け
て

経
営
懇
話
会

中
小
規
模
学
校
法
人
の

連
携
協
力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教育者支援ネットワーク主催

2022年度教員リフレッシュ合宿
新
規
継
続
事
業
に
つ
い
て

教育同盟史資料整理経過報告

史料保存の意義

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
22
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
〜

・
受
講
開
始
＝
４
月
18
日

※
現
時
点
で
は
終
了
期
限
を

「
発
展
的
解
消
ま
で
」
と
し

ま
す
。

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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加
盟
校
動
静

公
　
募

　
２
０
２
１
年
９
月
17
日
に

感
染
状
況
の
悪
化
で
全
面
的

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え

て
全
国
居
留
地
研
究
会
新
潟

大
会
を
開
催
し
、
共
催
の
敬

和
学
園
大
学
か
ら
配
信
し
ま

し
た
。「
Ａ
Ｉ
時
代
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
を
見
据

え
て
、
日
本
の
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
教
育
の
始
ま
り
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
「
居
留
地
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
を
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。
参
加
者
に
配
布
し
た

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に

同
盟
の
教
育
振
興
助
成
を
賜

り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
簡
単
に
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　
会
長
挨
拶
・
開
催
地
会
長

挨
拶
に
続
く
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
員
の
青
柳
正

俊
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
居

留
地
な
き
開
港
場
・
新
潟
の

成
立
と
顛
末
」
で
は
、
開
港

五
港
で
外
国
人
が
極
め
て
少

な
か
っ
た
新
潟
で
は
、
最
初

か
ら
居
留
地
が
建
設
さ
れ

ず
、
す
べ
て
雑
居
地
で
、
そ

こ
で
の
土
地
取
引
の
実
態
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
演
題
は

次
の
通
り
で
す
。
函
館
・
倉

田
有
佳
氏
「
ロ
シ
ア
領
事
館

開
設
の
地
・
函
館
に
蒔
か
れ

た
ロ
シ
ア
語
教
育
の
種
」、

築
地
・
水
野
雅
生
氏
「
福
沢

諭
吉
と
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会

宣
教
師
カ
ロ
ザ
ー
ス
夫
妻
」、

横
浜
・
鈴
木
佳
秀
氏
「
フ
ェ

リ
ス
女
学
院
は
２
０
２
０
年

に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
」、川
口
・
西
口
忠
氏

「
大
阪
川
口
居
留
地
か
ら
始

ま
る
教
育
―「
高
等
英
学
校
」

の
教
育
と
卒
業
生
」、
神
戸

・
濱
下
昌
宏
氏
「
神
戸
女
学

院
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
」、長
崎・姫
野
順
一
氏「
長

崎
居
留
地
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
」、新
潟
・
鈴
木

孝
二
氏
「
北
越
学
館
・
新
潟

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」。

　
私
の
視
点
で
簡
潔
に
要
約

す
る
と
、
長
崎
で
は
い
く
つ

か
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

が
ほ
ぼ
同
時
に
開
校
さ
れ
、

そ
の
後
統
廃
合
し
た
学
校
と

現
在
ま
で
存
続
す
る
学
校
の

系
譜
と
概
要
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
横
浜
で
も
い
く
つ
か
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
ほ

ぼ
同
時
に
開
校
さ
れ
ま
し
た

が
、
フ
ェ
リ
ス
の
居
留
地
時

代
の
歴
史
に
絞
っ
て
そ
の
概

略
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
函

館
か
ら
は
他
の
居
留
地
で
行

わ
れ
た
英
語
教
育
と
は
異
な

る
ロ
シ
ア
語
教
育
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
築
地
か
ら
は
福
沢
諭

吉
に
影
響
を
与
え
た
宣
教
師

に
カ
ロ
ザ
ー
ス
も
い
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
戸
か
ら
は
居
留
地
に
近

い
雑
居
地
の
神
戸
女
学
院
の

前
身
か
ら
神
戸
女
学
校
へ
の

展
開
を
跡
付
け
、
そ
の
中
で

地
元
の
三
田
藩
の
人
々
と
の

繋
が
り
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
背
景
に
19
世

紀
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
女
子

大
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
川
口
か
ら
は
桃
山
学

院
の
前
身
の
「
高
等
英
学

校
」
の
教
育
と
そ
の
卒
業
生

　
近
年
の
高
等
教
育
研
究
で

は
、
大
学
の
組
織
の
特
徴
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
意
思
決
定
の

仕
組
み
）
に
関
す
る
研
究
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

法
的
根
拠
は
私
立
学
校
法
に

基
づ
き
ま
す
が
、
そ
の
具
体

的
形
態
は
各
学
校
法
人
の
寄

附
行
為
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
私

立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
私

立
学
校
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
知

る
に
は
、
当
該
学
校
法
人
の

寄
附
行
為
の
条
文
を
読
む
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
寄
附
行
為
と
は
、
学
校
法

人
の
理
事
、
評
議
員
、
監
事

の
特
性
や
人
数
を
定
め
る
基

本
規
則
で
あ
り
、
各
学
校
法

人
が
自
主
的
か
つ
自
律
的
な

経
営
管
理
を
進
め
る
た
め
の

根
幹
と
な
る
も
の
で
す
。
近

年
で
は
、
私
立
学
校
を
経
営

す
る
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
系

に
つ
い
て
、
新
潟
か
ら
は
短

命
で
あ
っ
た
北
越
学
館
の
教

育
と
そ
の
卒
業
生
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
興
味
深
い
の
は
各
地
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養

う
英
語
教
育
と
同
時
に
漢
文

教
育
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。
聖
書
や
倫
理
（
修

身
）
に
よ
る
心
の
教
育
の
他

に
、
地
理
・
歴
史
や
数
学
を

土
台
に
し
た
物
理
・
化
学
・

生
物
な
ど
で
世
界
観
を
養
う

教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。
教
科
書
は
当
時
の
ア

メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
大
学
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
レ

ベ
ル
の
高
さ
が
が
分
か
り
ま

す
。
な
お
、
今
年
は
９
月
に

長
崎
外
国
語
大
学
で
、
来
年

は
神
戸
と
川
口
の
共
同
開
催

の
予
定
で
す
。

�

山
田
耕
太

〈
新
潟
居
留
地
研
究
会
会

長
、
敬
和
学
園
大
学
学
長
〉

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
か

ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す

る
字
句
を
抽
出
・
分
類
し
、

組
織
の
キ
リ
ス
ト
教
性
の
特

徴
を
記
述
す
る
研
究
も
み
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
キ

リ
ス
ト
教
性
が
法
人
組
織
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検

証
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
研

究
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

系
私
立
学
校
を
創
立
の
源
流

と
し
、
現
在
、
大
学
を
経
営

す
る
３
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
系

学
校
法
人（
東
北
学
院
、関
西

学
院
、西
南
学
院
）を
例
に
挙

げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
附
行

為
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す

る
字
句
を
抽
出
・
分
類
し
た

後
、理
事
、評
議
員
、監
事
の

特
性
を
記
述
し
、
さ
ら
に
想

定
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
割

合
が
理
事
会
や
評
議
員
会
に

お
け
る
議
決
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、
に
つ
い

て
検
討
を
試
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
①
理
事
及
び
評
議

員
の
双
方
に
お
い
て
キ
リ
ス

ト
者
の
割
合
が
高
い
「
キ
リ

ス
ト
者
の
理
事
、
評
議
員
の

双
方
に
よ
る
推
進
可
能
型
」

と
、
②
理
事
選
任
に
キ
リ
ス

ト
者
条
項
が
な
く
、
評
議
員

の
選
任
に
つ
い
て
の
み
一
定

数
の
キ
リ
ス
ト
者
を
含
め
る

条
項
の
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
者

の
評
議
員
に
よ
る
牽
制
可
能

型
」
と
い
う
２
種
類
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
形
態
の
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の

実
現
と
発
展
に
は
、
法
人
組

織
の
構
成
員
が
、
教
育
の
理

想
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的

方
針
を
示
し
、
勇
気
を
も
っ

て
合
理
的
な
判
断
を
く
だ
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
前

提
と
し
て
、
法
人
組
織
の
意

思
決
定
の
仕
組
み
が
適
切
に

設
計
さ
れ
十
全
に
機
能
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
教
学
の
自
主
と
経
営

の
自
律
と
い
う
難
し
い
課
題

に
取
り
組
む
た
め
に
、
本
研

究
で
は
上
記
の
２
つ
の
異
な

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
に
つ
い

て
、
組
織
の
内
的
正
統
性
と

外
的
正
統
性
の
違
い
や
、
海

外
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に

見
ら
れ
る
組
織
の
世
俗
化
と

い
っ
た
視
点
を
導
入
し
て
考

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
者
で
な
い
私

が
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
法

人
の
組
織
に
つ
い
て
語
る
の

は
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
自

身
を
知
る
た
め
に
は
、
異
な

る
興
味
や
関
心
を
持
つ
他
者

と
の
交
流
が
不
可
欠
な
よ
う

に
、
組
織
も
ま
た
他
の
組
織

の
現
状
を
知
り
、
自
ら
を
振

り
返
り
考
え
抜
く
こ
と
で
、

本
来
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

大
学
の
組
織
運
営
に
対
す
る

多
角
的
な
視
点
か
ら
の
問
題

提
起
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
本
研
究
は
、
２
０
２
１
年

度
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振

興
助
成
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

Ｒ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
研
究
員
集
会
賞

（
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
第
49
回

研
究
員
集
会
）
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
の
関
係
者
の
皆
様

に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
大
学
改
革
の
た
め

一
緒
に
悩
み
考
え
る
時
間
を

共
有
し
て
く
だ
さ
る
眞
下
弘

子
先
生
（
西
南
学
院
大
学
教

授
）
と
、
浅
井
修
史
氏
を
は

じ
め
西
南
学
院
大
学
大
学
院

事
務
室
の
み
な
さ
ん
に
、
日

頃
の
感
謝
と
と
も
に
、
こ
の

小
論
を
捧
げ
ま
す
。

�

伊
藤
彰
浩

〈
西
南
学
院
評
議
員
、
西
南

学
院
大
学
教
授
〉

２
０
２
１
年
度
教
職
員

就
職
支
援
登
録
状
況
報
告

　
21
年
度
の
登
録
者
数
は
44

名
（
20
年
度
34
名
）、
加
盟

校
へ
の
就
職
決
定
報
告
者
は

９
名
（
20
年
度
５
名
）
で
、

公
募
件
数
（
本
紙
お
よ
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
は
、
延
べ
３

７
８
件
（
20
年
度
３
６
５

件
）
で
あ
っ
た
。

新
年
度
動
静

（
前
年
度
未
掲
載
分
も
含

む
。
敬
称
略
）

〈
開
校
〉

東
奥
義
塾
中
学
校

〈
共
学
化
〉

東
北
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校　
男
子
校
か
ら
共
学
へ

〈
閉
校
〉

平
安
女
学
院
大
学
短
期
大
学

部〈
人
事
〉

北
星
学
園

余
市
高
等
学
校
校
長
＝
今
堀

浩弘
前
学
院

理
事
長
＝
小
寺
正
剛
、
学
院

長
＝
長
内
弘
光

東
奥
義
塾

中
学
校
校
長
＝
コ
ル
ド
ウ
ェ

ル 

ジ
ョ
ン

宮
城
学
院

学
院
長
＝
佐
々
木
哲
夫

尚
絅
学
院

大
学
学
長
＝
鈴
木
道
子
、
中

学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝
村

上
礼
子

石
山
学
園

事
務
長
＝
太
田
利
雄

共
愛
学
園

事
務
局
長
＝
是
澤
博

三
育
学
院

大
学
学
長
・
カ
レ
ッ
ジ
校
長

＝
杉
正
純

東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園

学
園
長
＝
朝
岡
勝

自
由
学
園

初
等
部
部
長
＝
高
橋
出

啓
明
学
園

学
園
長
＝
北
原
福
二
、
中
学

校
・
高
等
学
校
校
長
＝
大
坪

隆
明

国
際
基
督
教
大
学

事
務
局
長
＝
村
越
き
よ
み

明
治
学
院

学
院
長
＝
鵜
殿
博
喜
、
高
等

学
校
校
長
＝
德
永
望

桜
美
林
学
園

桜
美
林
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長
＝
堂
本
陽
子

立
教
英
国
学
院

事
務
長（
英
国
）＝
山
口
仁
一

ル
ー
テ
ル
学
院

理
事
長
＝
大
柴
譲
治

聖
学
院

女
子
聖
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
＝
安
藤
守

東
京
女
子
大
学

学
長
＝
森
本
あ
ん
り

東
洋
英
和
女
学
院

大
学
学
長
＝
星
野
三
喜
夫
、

小
学
部
部
長
＝
𠮷
田
太
郎

和
泉
短
期
大
学

理
事
長
＝
須
田
拓

関
東
学
院

六
浦
小
学
校
校
長
＝
黒
畑
勝

男捜
真
学
院

捜
真
小
学
校
校
長
＝
内
藤
伸

人横
浜
英
和
学
院

青
山
学
院
横
浜
英
和
小
学
校

校
長
＝
佐
藤
陽
明

聖
隷
学
園

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

介
護
福
祉
専
門
学
校
校
長
＝

野
田
由
佳
里
、
聖
隷
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
小
学
校
校
長
＝
太

田
雅
子

清
水
国
際
学
園

事
務
局
長
＝
櫻
井
昌
明
、
高

等
学
校
校
長
＝
前
田
利
久

静
岡
英
和
学
院

院
長
＝
柴
田
敏

北
陸
学
院

事
務
局
長
＝
庭
田
智
史

岐
阜
済
美
学
院

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
23
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
東
北
学
院
大
学

▼
工
学
部
機
械
知
能
工
学
科

職�

種
＝
材
料
力
学
・
材
料
工

学
分
野　
教
授
、
准
教
授

又
は
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
24
日

問
合
せ
＝uohashi@mail.

　

tohoku-gakuin.ac.jp

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
文
学
部
英
文
学
科

職�

種
＝
英
語
教
育
又
は
通
訳

翻
訳　
教
授
、
准
教
授
又

は
専
任
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8548

▼
共
通
英
語
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー

職
種
＝
英
語
教
育
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8593

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
心
理
子
ど
も
学
科
心
理
福

祉
専
攻

職�

種
＝
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

論
ほ
か　
教
授
、
准
教
授

講
師
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
保
育
科

職�

種
＝
保
育
実
習
指
導
ほ
か

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

▼
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

職�

種
＝
①
広
告
②
情
報　
講

師
以
上
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
21
日

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
メ
デ
ィ
ア
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

職�

種
＝
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

理
論
と
実
践　
教
授
、
准

教
授
又
は
講
師
１
名

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
15
日

問
合
せ
＝
☎092-575-2971

▽
青
山
学
院
中
等
部

職�

種
＝
国
語
科
特
別
教
諭
１

名
応
募
締
切
＝
６
月
２
日

2121
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

振
興
助
成
に
よ
る
諸
報
告

振
興
助
成
に
よ
る
諸
報
告

全
国
居
留
地
研
究
会

新
潟
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

「
居
留
地
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
）

〈
研
究
報
告
〉

寄
附
行
為
か
ら

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

知
る

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

▽
普
連
土
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
常
勤
講
師
１

名
応
募
締
切
＝
５
月
27
日

問
合
せ
＝
☎03-3451-4616

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職�

種
＝
保
健
体
育
科
専
任
教

員
１
名

応
募
締
切
＝
６
月
23
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校

職�

種
＝
①
英
語
科
②
国
語
科

専
任
教
諭
各
若
干
名

応�

募
締
切
＝
①
５
月
18
日
②

５
月
25
日

問
合
せ
＝
☎045-641-0242

▽
青
山
学
院
初
等
部

職�

種
＝
①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
情
報
）
特
別
教
諭
１
名

②
全
教
科
（
担
任
）
特
別

教
諭
２
名

応
募
締
切
＝
５
月
19
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-6897

▽
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園

職�

種
＝
専
任
職
員
若
干
名

採
用
予
定
日
＝
応
相
談

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0476-46-1131

▽
明
治
学
院

職
種
＝
専
任
職
員
若
干
名

採�

用
予
定
日
＝
①
10
月
1
日

（
中
途
）
②
23
年
４
月
１

日
（
新
卒
・
第
二
新
卒
）

応
募
締
切
＝
５
月
23
日

問
合
せ
＝

　

�saiyou@
m
guad.

meijigakuin.ac.jp

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
専
任
職
員
１
名

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
27
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
専
任
職
員
１
名

採�

用
予
定
日
＝
10
月
１
日
又

は
23
年
４
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
６
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

事
務
局
長
＝
近
田
和
彦
、
中

部
学
院
大
学
学
長
＝
江
馬

諭
、
中
部
学
院
大
学
短
期
大

学
部
学
長
＝
片
桐
史
恵

金
城
学
院

事
務
局
長
＝
諏
訪
徹

柳
城
学
院

事
務
局
長
＝
三
枝
和
也

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園

学
園
長
＝
小
野
春
男

同
志
社

女
子
大
学
学
長
＝
小
﨑
眞
、

国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
部

部
長
＝
栁
田
昌
彦

桃
山
学
院

大
学
学
長
＝
中
野
瑞
彦

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
学
院

理
事
長
＝
根
岸
正
州
、
事
務

局
長
＝
嶋
田
昌
彦

プ
ー
ル
学
院

事
務
局
長
代
行
＝
中
山
浩
子

日
ノ
本
学
園

短
期
大
学
学
長
＝
濱
田
敏
子

関
西
学
院

院
長
＝
中
道
基
夫

神
戸
女
学
院

総
務
部
長
＝
北
條
敦
子

頌
栄
保
育
学
院

院
長
＝
相
澤
弘
典
、
短
期
大

学
学
長
＝
柳
本
有
二

松
山
学
院

高
等
学
校
校
長
＝
吉
田
慎
吾

松
山
東
雲
学
園

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

染
田
祥
孝

清
和
学
園

事
務
長
＝
堀
内
有
為
子

梅
光
学
院

理
事
長
＝
樋
口
紀
子

西
南
学
院

小
学
校
校
長
＝
黒
木
佐
幸

活
水
学
院

事
務
局
長
＝
稲
田
祐
章

九
州
学
院

院
長
＝
小
副
川
幸
孝

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
学
長
＝
松
本
充
右
、
中

学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝
鶴

山
克
郎
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こ
の
度
、
東
京
神
学
大
学

に
新
た
な
学
生
寮
と
教
員
住

宅
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
の
地
（
東
京
都
三
鷹
市
大

沢
）
に
移
転
し
て
か
ら
半
世

紀
以
上
が
経
ち
、
建
物
の
老

朽
化
が
著
し
い
と
こ
ろ
か

ら
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
等

の
影
響
か
ら
建
築
費
が
高
騰

し
、
ま
た
思
い
が
け
な
い
出

費
も
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
お

支
え
に
よ
り
、
基
本
計
画
の

中
で
特
に
必
須
と
見
な
さ
れ

て
い
た
学
生
寮
と
教
員
住
宅

が
完
成
し
た
こ
と
に
、
本
当

に
感
謝
し
な
い
で
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
竣
工
の
順
序
と
し
て
は
教

員
住
宅
が
先
で
す
が
、
中
心

と
な
る
の
は
、
や
は
り
学
生

寮
で
す
。
旧
い
学
生
寮
の
特

に
男
子
寮
は
ア
パ
ー
ト
化
す

る
危
険
が
あ
り
、
せ
っ
か
く

寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
他

の
寮
生
と
の
交
流
を
ほ
と
ん

ど
持
た
な
い
で
過
ご
す
こ
と

も
出
来
て
し
ま
う
よ
う
な
造

り
で
し
た
。
新
し
い
学
生
寮

で
は
、
５
～
６
名
で
一
つ
の

ユ
ニ
ッ
ト
に
住
む
と
い
う
形

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
ユ

ニ
ッ
ト
は
、
個
室
お
よ
び
共

用
の
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ユ
ニ
ッ
ト
で
の
生
活
を
通
し

て
、
人
間
関
係
を
構
築
し
、

維
持
し
て
い
く
ス
キ
ル
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
東
京
神
学
大

学
の
教
育
の
目
的
で
あ
る
、

キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
お
よ

び
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
員

の
養
成
に
あ
た
っ
て
、
大
き

な
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

　
新
し
い
学
生
寮
の
１
階
に

は
チ
ャ
ペ
ル
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
主
と
し
て
学
期
中
に

守
ら
れ
る
寮
拝
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
同
じ
１
階

部
分
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
通

学
生
も
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ
脇
に
は

学
生
会
室
も
置
か
れ
、
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
、
通
学
生
と
寮

生
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、

よ
り
強
い
共
同
体
意
識
が
育

つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
教
員
住
宅
は
、
５
つ
の
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ
お
よ
び
２
つ

の
単
身
者
用
住
居
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
二
階

建
て
に
な
っ
て
い
る
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
タ
イ
プ
で
す
が
、
そ
の
内

の
一
つ
は
平
屋
型
で
全
面
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使

用
の
授
業
が
急
増
す
る
の
に

比
し
て
中
高
生
の
勉
強
意
欲

が
低
下
、
探
求
型
の
学
習
も

減
少
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。

　
同
盟
で
は
、
全
国
集
会
の

開
催
判
断
の
難
し
さ
が
継

続
。
６
月
の
定
時
総
会
は
、

会
場
に
各
法
人
３
名
ま
で
参

加
可
能
と
し
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
行
い
ま
す
が
、
７
月
以

降
の
研
究
集
会
等
は
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
が
主
と
な
り
ま
す

（
下
欄
）。
対
面
で
実
施
の

場
合
は
助
成
事
業
の
活
用
を

す
。
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ
の
特

徴
は
広
い
リ
ビ
ン
グ
が
あ
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
特
に
寮

生
を
迎
え
る
こ
と
（
寮
の
ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
後
に
行
わ
れ

る
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
の
と
き
な

ど
）
を
意
識
し
た
も
の
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
居
住
す
る

教
員
と
そ
の
家
族
が
、
寮
生

を
始
め
と
す
る
学
生
達
と
も

交
流
を
持
つ
と
い
う
、
東
京

神
学
大
学
の
伝
統
的
な
あ
り

方
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
ど

ち
ら
の
建
物
も
ま
だ
思
い
通

り
の
か
た
ち
で
稼
働
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
東

京
神
学
大
学
の
将
来
に
と
っ

て
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も

の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

神こ
う
代じ

ろ
真
砂
実

�

〈
東
京
神
学
大
学
教
授
〉

お
薦
め
し
ま
す
。
３
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
学
内
研
修
会

講
師
派
遣
の
追
加
募
集
は
、

選
考
で
２
法
人
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
（
上
欄
）。
実
り

あ
る
研
修
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　
若
葉
の
緑
が
目
に
し
み

る
、
命
の
輝
き
を
感
じ
る
季

節
で
す
。
し
か
し
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
武
力
侵
攻
が
２
ヶ
月

以
上
続
い
て
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
の
愛
の
教
え
で
は
な
く

武
器
に
よ
る
支
配
を
求
め
る

過
激
な
ロ
シ
ア
中
心
主
義
に

よ
っ
て
残
る
の
は
破
壊
と
報

復
で
し
ょ
う
。
ロ
シ
ア
国
内

で
は
生
徒
が
授
業
を
録
音
密

告
し
て
平
和
を
求
め
る
教
師

が
解
雇
さ
れ
る
等
、
反
戦
の

主
張
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
国
際
協
調
、
国

際
秩
序
に
亀
裂
が
入
り
、
国

連
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
ま
し

た
。
私
達
に
せ
め
て
出
来
る

こ
と
は
何
か
が
問
わ
れ
ま

す
。
神
様
へ
の
畏
れ
と
祈
り

の
心
が
響
き
合
い
ま
す
よ
う

に
祈
り
ま
す
。

�

事
務
局
長

学
生
寮
ロ
ビ
ー

学
生
寮
個
室

東
京
神
学
大
学

東
京
神
学
大
学

学
生
寮
・
教
員
住
宅
竣
工

学
生
寮
・
教
員
住
宅
竣
工

三河 悠希子

（活水中学校・高等学校）宗 教 主 任

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

讃美歌をやたら大きい声で
歌う人がいます

Ｑ：讃美歌をやたら大きな声で歌う人がいます。讃
美歌は大きな声で歌わなければいけないのでしょう
か。
Ａ：私も讃美歌を「やたら」大きな声で歌う人の1
人です。きっと質問した生徒の「やたら」という言
葉は、下手なのに大きな声でという批判が含まれて
いるのでしょう。下手なのにマイクまで通して歌っ
て恥ずかしくないのかと直接聞かれたこともありま
すが、恥ずかしくありません。礼拝で讃美歌を歌う
ということは、人に聞かせるためではなく、神様へ
の捧げものだからです。私たちの神様は、こんな下
手な賛美の捧げものは要らないとおっしゃる方では
ありません。下手でも精一杯の捧げものを喜んでく
ださる方です。
　さて、質問の声の大きさですが、大きな声で歌っ
ても小さな声で歌ってもどちらでもいいです。さら
に言えば、上手でも下手でも、歌詞を間違えても、
音程を外しても全く問題ありません。大切なのは、
神様を賛美する気持ちです。私たちの日常生活で嬉
しいことや楽しいことがあった時、自然と話す声が
大きくなってしまうことがありますよね。同じよう
に、大きな声で賛美している人は、神様のすばらし
さにうれしくて大きな声で賛美してしまうのです。
　旧約聖書の時代から人々は賛美をしてきました。
詩編は神様を賛美する詩ですし、いくつかの詩は伴
奏する楽器や歌い方が示されてもいます。新約聖書

にも、皮膚病をいやされた人が大声で賛美をしなが
ら帰ってきた記事や、最後の晩餐の後に一同が賛美
の歌を歌ったという記事もあります。人間はずっと
昔から神様への感謝や賛美を歌で表現してきたので
す。しかし、讃美歌の歴史の研究によると、初代教
会の時代まではみんなで賛美をする習慣がありまし
たが、その後キリスト教が公認されてから教会や礼
拝の制度が整う中で、聖歌隊や独唱者などの特別な
人が代表して賛美を捧げる時代が続いていたそうで
す。そして、宗教改革によって、聖書を読むのだけ
でなく、賛美も特別な人たちだけではなく、みんな
でするようになり、讃美歌も自分たちが普段話して
いる言語で作られるようになりました。讃美歌は上
手な人や、歌の勉強をした特別な人だけのものでは
なくなったのです。そして今もみんなで賛美をして
います。
　歌が苦手な人もいますし、初めて歌う讃美歌で楽
譜だけを見て歌うのは難しいかもしれません。で
も、その人なりの心を込めた精一杯の賛美を捧げて
みてください。神様は喜んでくださいます。
　ここ数年新型コロナウイルス感染症の影響で、声
を出さずに奏楽に耳を傾けたり、歌詞を見て賛美す
ることが多くあります。讃美歌が歌えなくてさみし
いなと思うかもしれません。でも、これも感染症が
拡大する時代の私たちの精一杯の賛美の形です。神
様は喜んで受け入れてくださるはずです。

＜行事予定＞ 

※現時点で9月までの決定分のみ掲載しています。

オンライン併用、オンラインのみの場合もあります。

６／３～４	 第110回定時総会

� （横浜共立学園、オンライン併用）

　　18	 第67回東日本小学校教職員協議会

� （青山学院大学系属浦和ルーテル学院小学校）

７／23	 第66回事務職員夏期学校（オンライン）

８／２～４	 第9回中堅教員リトリート（静岡県御殿場市）

　　８～９	 第7回全国災害支援連絡会議

� （宮城県仙台市、石巻市、南三陸町）

　　16～18	 第2回教員リフレッシュ研修

� （奈良県洞川温泉）

　　17～19	 第55回全国聖書科研究集会（鎮西学院大学）

　　22～23	 第12回中堅事務職員リトリート

� （同志社今出川キャンパス）

　　26	 第9回大学新任教員研修会（オンライン）

　　29～30	 第8回全国事務局長・事務長会議

� （東北学院大学）

９／３	� 第2回経営懇話会（中小規模学校法人の連携協

力検討プロジェクト）（オンライン）

　　９	 第2回キリスト教活動担当事務職員研修会

� （オンライン）

　　10	 教研部会等委員長会議

� （教育同盟事務局またはオンライン）

2022年度 学内教職員研修会 講師派遣 追加対象校一覧
(選考委員会 2022年4月14日)

法人・校名 研修
人数 希望テーマ

北星学園・北星学園女子中高 50
時代の転換期にあってキリスト教学校教育の
原点を考える　－女子教育、平和教育、道徳
教育を課題として

遺愛学院・遺愛女子中高 50
キリスト教学校で働くということーキリスト
教学校は 何を大切にし、重んじ、願いつつ
存立しているか

学
生
寮
外
観

教
員
住
宅
外
観


